


な い0

4)バ ッ ク ア ッ プ コ ピー を矛 盾kく 維 持 し な け れ ば な ら な い 。INGRESは

"GOD"を 持 た な い の で
,コ ピー が ど こ に あ る か の 情 報 を 主 コ ピー の 存 在 す

る マ シ ン と バ ッ ク ア ッ プ マ シ ン そ れ ぞ れ に 持 つo

勢

4.3.7ま と め ・

INGRESは,た と え 同 時 性 の 問 題 が そ の 存 在 で軽 く さ れ る と し て も,"G

OD"を 持 た な い 。 そ の 理 由 は い くつ か あ る。

1)"GOD"は パ ー フ ォ ー マ ン ス の ボ トル ネ ッ ク に な り得 る 。

2)ネ ッ ト ワー ク ト ラ フ ィ ッ クが 適 度 で あ る 時 だ け,良 い パ ー フ ォ ー マ ン ス

を 持 つ。CtGOD"な し で は,ロ ー カ ル イ ン タ ラ ク シ ョン は ト ラ フ ィ ッ ク を生

ま な い の で ネ ッ トワ ー ク トラ フ ィ ッ クは 下 が る 。

INGRESで は コ ピー は 信 頼 性 の た め に 用 意 され る 。 コ ピー の 更 新 は,始 め

に主 コ ピー を更 新 し,そ れ か ら全 て の コ ピー に 更 新 を再 指 示 す る こ と で 達 成 さ

れ るo

●

● 一333一



5.応 用 シ ス テ ム 例

第2章 にお い て分 散 型 デー タベ ー スの 特性 形成 の要 因 に つい て技 術 的 な観点

か ら各種 の 問題 に つ いて 論 じた が,本 章 で は少 し立 場 を変 え て実 際 の計算 機 ユ

ーザ の観 点 か ら,分 散 型 デー タベ ース を使 用す る シス テ ム を想 定 し,各 シス テ

ムは どの様 な要 因,接 続 方 式 を採 って行 く事 に な るか を論 じる事 にす る。

分散 型 デ ー タベ ー ス を そ の構 成 の ア ブn－ チか ら考 え る と次 の2つ に大 別 出

来 る。

1つ は 論理 的 には1個 の デ ー タベー ス を ア クセ スパ ター ンの 偏 向(地 域 的 偏

向 や利用 者 の偏 向 な ど)に も とつ い て,い くつ か のデ ー タベ ー スに 分割 し,各

々 を分散 配 置 す る もの で ある。 この タ イ プは 大企 業 内 部 に お け る部 門別 デー タ

ベ ー スな ど に良 く見 られ る利 用形 態 で あるo図5-1に そ の一 例 を示 す。 この

形 態 での各 特 性形 成 要 因 を考 え て み る。結 合 形成 と して は 現状 では,ア プ リケ

ー シ ョン プ ログ ラ ムレ ベ ルの 結 合 で あ るが ,今 後 デー タ ベー ス マ ネ ジ メ ン ト機

能 が 強化 され れば,デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ム レベル で の結 合 とな ろ う。 シ ス

テ ム全 体 の均 質/不 均 質 につ い て は,一 般 には 同一 企 業 内 で は 同一 メー カの 計

算機 を使 用す る とすれ ば,均 質 と考 え られ る。 しか し,同 一 メー カで も汎 用 コ

ン ピュー タ とオ フィス コン ピュー タ とでは,ア ー キ テク チ ャの 異 る場 合 もある

し,又 メー カ数社 の計 算 機 が混 在 す る場 合 もあ るの で,不 均 質 の場 合 もあ り得

る。 冗長 性 に つい て は,デ ィ レ ク トリは当 然 冗長 性 を有 す るが,デ ー タにつ い

て は 冗長 性 を有 さな い ケ ー スが 多い 。 シス テ ム と して の分 散 度 は大 き くない。

他 の一 つは論 理 的 に は独 立 した デ ー タベー ス を相互 利 用 を 目的 と して結 合 し

よ う とす る もので,対 等 な レベ ル の デー タベ ー スが ネ ッ トワー ク状 に 分散 して

い る ことが考 え られ る。 これ は企 業 間で の デー タ ベー スの 相互 利 用や,国 家 規

模 の 公開 を 目的 とす る デ ー タベー ス の利 用 左 どの利 用形 態 が考 え られ る。 この

タ イ プの デ ー タベ ー ス分 散 の 例 として,自 治 体 総 合 シス テ ムを図5-2に 示 す 。

この場 合 で の各 特性 形 成 要 因 を考 え て み る。結 合 レベ ル と して は,現 状 では ア

一334一 ●
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●

プ リケー シ ョン レベ ルで あるが,デ ー タベー ス管 理 レベ ル での結 合 が強 く要 求

され よ う。 均質/不 均 質 に つい ては,不 均 質 が大 部 分 で あ ろ う。 冗 長性 に つい

ては,デ ー タの冗 長 性 は 各部 道 府 県 では必 要無 い が,自 治 省 レベ ルで は有 す る

事 に な ろ う。 デ ィ レ ク ト リについ て は必 須 で は ない。 デー タの分散 度 は 非 常 に

大 きい。

以上2つ の例 について記 したが,分 散型 デー タベースを使用するシス テ ムは 他 に も

多 くの例が考え られ る。以 下,数 例 に つい て特 性要 因 との 関係 を表5-1に 記 す。
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表5-1シ ス テ ム応 用 例 の形 成 要 因

接

続

形

式囲

結

合

/

分

割

均

質
/
不
均
質

冗 長 性 分

散

度

合

デ

1

タ

下

多

1

1大 学,研 究所学術 ネッ トワー ク (D(li)orω 統 合 不均質 無 有 大

2製 造 販 売(流 通)等 の企業内 ネッ トワー ク (1)(iD

分 割

/

(統 合)

均 質

/

(不 均質)

無

(有玲
有 中or小

3銀 行,保 険等の業界連結 ネッ トワー ク (iDorlV) 統 合 不均質 無 有 大

4銀 行業務等 を ミニコン ネッ トで構成 (ii)or㈹

1

分 割 均 質
無

更新)(有
!卜

有 大

5鉄 道,航 空,宿 泊連結予約システム (iDor⑲ 統 合 不均質 無
有

(無)
小

6医 療 情報 ネ ッ トワー ク シス テ ム (ii) 統 合 不均質 無
有

(無)
大

7自 治 体 ネ ッ トワー ク シス テ ム (ii)orω 統 合 不均質
無

侑元野
有

(無)
大

(注)(i)～&)は2.7節 のivに よ る 。
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6.分 散 型 デ ー タベ ース 実 現へ の 思 考

6.1分 散 型 デ ー タ ベ ー ス の 構 成 イ メ ー ジ

●

、

●

前章 まで種 々な立 場 で述 べて来 た が,分 散型 デー タベー スは,現 在 研 究 レベ

ルで あ り,実 シス テ ム的 に定 着す るに は まだ 多少 の年 月 を要 す る と思 れ る。

しか し現 在謂 ゆ る デー タベ ー ス を用い て い ない コ ンベ ン シ ョナル フ ァイ ルの

シス テ ムを構成 要 素 とす る ネ ッ トワー クは どん どん 実 現 してい る。 一 方 謂 ゆ る

コ ンベ ンシ ョナル ファ イル の シ ス テ ムが ,デ ー タの 多 目的 利 用,フ ァ イル の 巨

大 化 な どの理 由 でDBMS方 式 に よる フ ァ イルに 切替 え る傾 向 が 強 い。

分散 型 デー タベ ー スは この 二 つ の動 向 の延 長線 上 にあ る こ とは確 かで あ り,

これ は先 ず一 つの 方 向で あ る。 しか も最 近 の ネ ッ トワー クに適 したDBMS方

式,例 え ば リレー シ ョナ ル モデ ルの 提案 や,従 来 デ ー タベ ー スの 導 入 は 大 きな

オー バヘ ッ ドが悩 み で あ った の に対 し,メ モ リの 低 価格化 や,更 に コ ンパ ク ト

なDBMSの 開発 が この 動 向 を加 速 してい る。

又 これ迄 検 討 して来 た 分散 型 デー タベー スに影 響 を持 つ事 柄 は,DBMSそ

の もの の 内部 に関連 す る事 以 外 は殆 ん どそ の ま ま コ ンベ ンシ ョナル フ ァイル の

ネ ッ トワー ク シス テ ムで も同 じ様 な現 象 を呈 す る こ と も重 要 事項 で あ るoこ れ

は将 来DBMSを 導 入 し,本 格 的 分散 型 デー タベ ー スを指 向 す る シス テ ムで あ

って も,現 時点 の コ ンベ ン シ ョナル フ ァイル を基 に した ネ ッ トワー クを計 画す

る場 合 に,そ の検 討 は殆 ん どそ の ま ま活 きる事 を意 味 して 居 り,シ ス テ ム建 設

の経 験 もそ の ま ま大 巾に活 きる事 が予想 され,こ れ 等 の事 は,分 散型 デ ー タベ

ー ス構 築へ の準 備 ル ー トに な って行 くと考 え られ る
。 そ して現 在 コンベ ンシ ョ

ナル な フ ァ イル系 を基 に した ネ ッ トワー ク構築 での 問題点 の延 長 線上 に更 に デ

ー タベ ース特 有 の 問題 を加 味 して ゆ くア プ ロー チが 有効 で あ る事 を示 唆 して い

るo

こ の様 な観点 か ら考 え る と,今 後 の分 散型 デ ー タベー ス ネ ッ トワー クに お い
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て望 まれ る事 は,ネ ッ トワー ク上 か らは ユーザ や,ネ ッ トワー ク構 成者 に便利

なネ ッ トワー ク管理 の 充 実 で あ り,デ ー タベ ー ス上 か らは ノー ド間交信 に便利

な高 級 言語 体 系 に よる検 索 処理 サ ー ビス の充実 で あ る。 これ 等 はいず れ も両者

の交 点 に 分散 型DBMSが 生 育 す る際 に相 互 に 良い 影 響 を与 え 合 うと云 う 見地

か ら も望 ま しい もの と云 え よ う。

高級 言語 体系 に よ る検 索処 理,或 は問合 せ 言語 とで も呼 ぶ べ きQL(Query

Language)は 単独 デ ー タベー スで も今後 の望 ま しい方 式 と考 え られ るが,分

散 デ ー タベー スで は,ア プ リケー シ ョン プ ロ グ ラムの負 担 の軽 減,分 散 検 索処

理 へ の前 進,更 に不 均 質DBMS間 での 変換 負担 の軽 減,標 準 化へ の指 向等,

期 待 は大 きい。

又更 に デ ー タベ ー ス間 の接続 に関 して,ネ ッ トワー クの階 層 別 プ ロ トコル に

なぞ らえ,デ ー タベ ー ス の接続 点 とそ の イン タ フ ェー ス,プ ロ トコル を考え,

シス テ ム構成 の イ メー ジ を創 り上げ て ゆ きたい。

以 下 これ等 の こ とを 項 を追 って検 討す る。

'

6.2デ ー タベ ー ス分 散 に と も な うネ ッ トワー ク管 理

6.2ユ ネ ッ トワー クの管 理 と監 視

分散 型 デ ー タベー ス を構 成 す る た めの技 術 的 サ ポ ー トの面 か ら検 討 して来 た

が,こ こで は 実 シ ス テ ム構成 を念 頭 にお き管 理 と運 営 を 中心 に考 え,そ の 面 か

らの ア プ ロー チを考 え た い。

交 信 す る全 デー タベ ー ス,或 は ネ ッ トワー ク全 部 を統 括 一 元管理 す る こ とは

大変 望 ま しい こ とで あ る。 そ して 事 実 その 様 な シス テ ム も存在 し得 る。 しか し,

一 つの 組織 内 の システ ムな ら良い が,所 有者 組織 が複 数 で あ る場 合 や,多 数 で

あ る場 合 には種 々 と制 約 が あ り実 際 的 で ない。 実 際 的 に は,仕 事 や サー ビス毎

に交信 す る可能 性 の有 る ノー ド間 の 約束,契 約 な ど を基 に,各 ノー ドでの責 任

管理,即 ち分 散 的 な管 理 方 式 に な らざ るを得 ぬ事 が多 い と考 え られ る。

百

{
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●

この 管理 権 は 組織,人 間 の レ ベルの もの も在 れ ば,そ の 運 用 上 の わず らわ し

さ,即 応 性,量 的 な問 題 等 か ら コン ピュー タ シス テ ム内 で機 械 的 に扱 われ る も

の もあ り,む しろそ の こ とは望 ま しい こ と と考え られ る。

管 理 す べ き事 項 と して は,加 盟 シス テ ムの サ ー ビス提 供 と サー ビス受益 の 登

録,そ れ を 中心 に展 開 され る べ き案 内 と監 視,課 金 処理 等 が 重要 で,更 にそ れ

をサ ポ ー トす る デ ー タベ ー スや ネ ッ トワー クの 管理 と リ ソー ス管 理 等 が具 体 的

問題 とな って来 るo

これ 等 の管 理 機 能 は 基 本 的 には,ネ ッ トワー ク或 は デー タベ ー ス を使 用 す る

ユー ザ に対 し,そ れ 等 の 構成 や処理 の内容 を知 らな くて も,求 む る サー ビス を

受 け られ る様 にす る(謂 ゆ るinvisiblesystem),或 は解 り易 くす るた めの案

内機 能 を も務 め る もの で考 え られ ねば な らないo

次 にそ の主 な もの を挙 げ てみ よ う。

ω

②

③

④

㈲

⑥

m

⑧

⑨

⑩

ω

02

サ ー ビス/デ ー タの所 在 とガ イ ド機 能

ア カ ウン テ ィン グ情 報 の ガイ ド機 能

サー ビス/デ ー タの デ ィ レク トリ機 能

ア カ ウン テ ィ ング処 理

分散検 索 処理 の デ ィレ ク トリと管 理機 能

コ ピー デ ー タの 所 在 管理 と選 択 処 理

同.上に伴 う必要 な 場 合 の コ ピー サ イ トへ の 閉塞 管理 ど指 令 デー タの発行

接続 に際 して の パ ス ワー ド管 理

接続 デ ー タベ ー ス等 の形 態 と属 性 の管 理

接続 の レ ベル 決定 サ ポー ト,処 理 の形 式 の指定 等

ネ ソ トワー ク上 の リソースの 状 況把 握 とそれ に伴 う管 理

デ ッ ドロ ソク監 視 と制 御機 能

そ して この 内容 は デー タ ベー スの 特性 に よ って影響 を受 け る もの で は あ るが ,

い ず れ も デー タベ ースを,ネ ッ トワー クの他 の コンポ ー ネ ン トと共 に 重 要要 素 と

して接 続 管理 す る こ とが 主体 で,基 本 的 には ネ ッ トワー クの管理 機 能 で あ り,
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大 き くは2つ に分 け られ る。 一 つは 接続 を起 す場 合 の デ ィ レ ク ト リとガ イ ド機

能 を主 に集 めた もの で あ り,他 は接 続 が行 われ て か ら交信 す る時 の 両者 の属性

に関 して の管理 機 能 を 中心 に 集 め られ る べ き もの で,ネ ッ トワー クの プ ロ トコ

ル階 層 の考 え 方 に なぞ らえ れ ば 前者 はユ ー ザ プ ログ ラム に近 い ハ イ レベ ル に位

置 す べ き もの と考 え られ,後 者 はCCITT/ISOで 云 う レ ベ ル4ぐ ら い の

Function/systemLevelに 近 い もの と考 えて 良 いで あろ う。 しか し,こ の あ

た りの区 分 は未 だ実 際 例 と して 定着 して い な いの で,今 後 は種 々な形式 で提 案

され,段 々 と定 着 し標 準 的 な考 え方 が 出来 て ゆ くで あ ろ う。

6.2.2分 散 デー タベー ス ネ ッ トワー クの階 層構 造 モ デ ル

以 上 の検 討 を纏 め て,分 散型 デ ー タベー ス を有 す る ネ ッ トワー クシ ス テ ムの

将来 的 イ メー ジを ネ ッ トワー クに お け る階層 構 造 になぞ らえ て モ デ ル表現 すれ

ば図6-1の 如 くに な ろ うo勿 論 この場 合 実 際 に イ ン プ リメ ン トす る場 合 の モ

ジ ュール構 成 は種 々 と有 り得 る と思 わ れ る が,抽 象 化 され た機 能 モ ジ ュール で

モデ ル化 して画 くと この 様 に 考え られ る と云 う意味 で あ る。

ここで先 に述 べた よ うにNAMは ネ ッ トワー ク管理 を司 どるモ ジ ュール で,

QPはQLとDML変 換,並 にQLで の検 索処 理 に応 ず るモ ジ ュー ルで あ る。 又

DBAPは デー タベ ー ス に ア ク セ スす る ため の ネットワー ク上 の プ ロ トコル モ ジ

ュール で あ り,階 層 的 位 置 付 け と して は ネ ッ トワー クに お け るFTP,RJEP

等 と同格 の もの と考 え る。機 能 と して はFTPに 近 い もの で次 の 項 目等 に 関 す

るコ マ ン ドの 発生 と受 信 処理 を行 いDBMS又 はQP(こ の 図 の場 合 はQP)と

の連 携 動 作 で機能 を全 うす る。

{1)ネ ッ トワー クデ ー タベ ース に対 す る 言語 処理 とア クセス

(デ ー タの格 納 と検 索)

(2}ネ ッ トワー クデ ー タベ ー ス メ ン テ ナン ス

(ロ ー カル ファ イル の生 成,消 滅,構 成 変更 等)

(3}ネ ッ トワー ク フ ァイル転 送

弓

イ
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(デ ー タの大 量転 送,フ ァ イル形 式 を 意識 して の転送)

(4)そ の他 必要 に応 じての 附加 機 能

デ ー タ表 現 変 換,機 密保 護,(暗 号 化/復 元,パ ス ワー ド管理)

デ ー タ圧縮/復 元等

(5)更 に必要 に応 じて通信 上,ネ ッ トワー ク上 の 障害検 知 と 回復

尚,相 手 側 サ イ トがDBMSを 持 た ぬ場 合 に は,FTPに 対 応 して 交信 す る。

6.2.3問 合 せ,検 索 処理 の 流れ

次 に 図6-1に 画い た モ デル を簡 素 化 した図 をベ ー スに して,問 合 せ や検 索

の フ ロー を図6-2～ 図6-5に 示 し,こ の 階層 モデル の理 解 の便 に供す るo

図6-2は 宛先 を知 ってい る場合で,他 は 宛先 を知 らぬ場 合 と し,図6-3は 自

己 ノー ドに求 む るデ ー タが あ る場合 で,図6-4が 他 ノー ドに あ る場 合 で あ る。

又 図6-5はDBAPに 依 らぬ他 の ア プ リケー シ ョンを利 用 す る ケー ス(RJE

P,TSSP,FTP等)で あ り,こ の 方 式 に よ り自由度 は大 き くなる が,サ ー バ

ー側 ユ ーザ プ ログ ラムの 負担 が 多 くな る。

■
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6.3デ ー タ ベ ー ス マ ネ ジ メ ン トの プ ロ ト コ ル

これ まで ネ ッ トワー クの階 層 的 プ ロ トコル に な らい,デ ー タベ ー ス アク セ ス

のた め の プ ロ トコル的 な 考え 方 を して きた が,こ こで具体 的 に プ ロ トコル レベ

ル を考え 図6-6に 示 す。 ま た表6-1に そ の 内容 を纏 め て更 に先 述 のCt接 続

の レベル リと この階 層 が どの程 度 に対 応 す るか を検 討 した もの を示 す。

本表 検 討 の手 順 と考え 方 は次 の 通 りで あ る。

{11デ ー タベ ー スの 階層 性 を先 ず1～6の6段 階 に分 けた 。 この6段 階 は 現

在 用 い られ た り,或 は 提案 され て い るデー タベ ース方式 を操 作 言語,デ ー タ

構 造,装 置 モ ジ ュー ル等 の観 点 か ら分 け易 い所 を選 び,5段 階 に分 け,更 に

謂 ゆ るデー タベ ー ス 言語 の外 と見 られ る ア プ リケー シ ョン プ ログ ラムの レベ

ル を一 つ考 え,6段 階 と考 え た もの で あ る。

② この6段 階 に現 在 実用,或 は提案 されてい る デー タ ベー ス方式 の デ ー タ操

作 言語,デ ー タ構 造 定義 を可 及 的 に 対応 させ た 。勿 論 この対 応 に は厳 密 性 は

な く,主 眼点 が どの 様 に対 応 す るか を示 した程 度 と考え てほ しい。

{3)続 い て この操 作 言語,デ ー タ構造 定 義 を基 に して各 レベル に つい て ア ク

セ スに必 要 となる項 目,パ ス条 件,デ ー タ形 式 等 を当 て はめ整 理 し,プ ロ ト

コル レベ ル と考 え るo

(4)次 に各 レベ ル の プ ロ トコル の各 項 目を勘案 して,2.7節 で述 べた りモ ー

トデー タペ ース サ ニ ビスの 接続 実現 レベ ル を対 応 させ,そ の際 の 必 要技 術 条

件 等 の対 応 を計 ってみ た。

(5}こ の表 の内容 で,交 信 す る デ ー タベ「 ス間が均 質 で あ って も,不 均質 で

あ って も,こ の様 な情 報が ア クセ スの レベ ルに応 じ必 要 で あ る事 は 変 りな い。

しか し,均 質 の場 合 は 同 じ思想 の基 に ソフ トウェ アモ ジ ュー ル等 の区 切が

出 来 てい る で あ ろ うか ら,こ の階 層 性 を区 切 る位 置 その ものは あ ま り大 きな

意味 を持 た ない 。 言 い換 れ ば ど こで区 切 って も交信 す る両者 に同 じ区 切 りが

出来 てれ ば 良い の で あ るo
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表6-1DBの レ ベ ル と プ ロ ト コ ル"

註.Pa5別.rdの 中 に は,Get,In5ert.Replace

Del飢e等 のacti㎝ との関連も必要o

DBMの レベル
既存システム,デ ータ
操作言語処理との対応 必 要 左 項 目

必・要な リソースおよびパスワー ト'
による リソース使用許可伺い

デー タ要 求 形 式の 例

送 信 受 信

リモー トDBサ ービスの実現レベル
必要技術等

{1[ ア プ リ ケ ー シ ロ ン パ,ケ ー ジ ● ト ラ ン ズ ア ク シgン コ ー ド C㎝puterNodθervice&P3s双)rd xxxxNAME/EMP/DNO=19&SAL>150010-AREA 川 端末的アクセス

Transa頭on-Iike
9語 的な意味なし ● パ ス ワ ー ド {こ れは以下同じ)

血 三 三砺 疏 疏 雌 ・・,給 与(・)・ 河 ・一 ・ `)ア プリケーシ■ンプoグ ラム結合

L加9嘩 〔APP} ・入出力エリア Trmsacti〔m〔Program)&PaSs冊rd 項目 サービス側で特定処理専用のAPP

一・ ス ア 一 夕 ス コ ー ド を作成する必要あ〉。

12)

VeryH⑭Leve】

L期g遁geService
■サブスキーマ(デ ータベース)

relati⑳

一
・t・ib・t・(凪 性}

,

/
(VHLS} RDB纈 ぽ) ・ デ ー タ エ レ メ ン ト

.・
パ ス ワ ー ド

S吟 －Scheme:EMP〔NAME,

QuerySELECTNAME

DNO,TEOH,8AL)

IO-AREA
0ω アプリケーシ●ンDBM結 合

{31

Extend㏄1噛cro

品B(SQU倉RE) ・アクセス条件

■出力項目

Sub-8ch㎝e&Pas㎜rd

El㎝mt&Pa3馴ord

FROMEMPス テータスコード

WHEREDN=19

ユーザ側で.サ ーバ側の8ch㎝e

S⑯ －Sc㎞eの 情報●よび

M加ipulation匂 回9吸eの 文法を

ー Service(EMS) QwryByEx苗 印le ・入出力エリア ANDSAL>1500 知る必要あ九
ω
ふ

(') ● ス テ ー タス コ ー ト' {RDBの 例) DD/DSシ ステムの利用。

㊤ {41 Sub'Scheme;Query;(PL/1base)

1 Ma町08ervi㏄ CODASYL ・ サ ブ ス キ ー マ(デ ー タ ベ ース,セ7ト} EMPA:CALLPLITDLI dV)DBM結 合

〔MS) .セ グ メ ン ト
,レ コ ー ド DNO(bu'、bMP・,10-AREA〔1} デー'構 造の自動変換技術が必

IM8 ・ パ ス ワ ー ド Sub≡Sch㎝e&Pa..ゆrd
l

NAME'DNO司9∵N仙4E㌧`SAL>1500'); 鮎 その他⑳と同様。

●アクセス条件 Se即 功t&Pa工 鍋rd
rLrIF・ デー・なし)・H・NGOTOB

DataM孤ipulation

(}

・出力項 目 TECHSALI=1十 いGO十A;B;10-AREA

Language ・入出力エリア ス テ ー タ ス コ ー ド

・ ス テ ー タス コ ー ド {IMSの 例}

⑤
.

DataBlockServicε ISAM,DAM,VSAM .デ ー タ セ ッ ト IOPL〔10ParameterLiSt )Query:

(DB8) ・ パ ス ワ ー ド DataSet&Pa・ 恥rd GETIOPLIO-AREA W}MM結 合

Acce5sMethod〔)

Macro

'RBレLRNパ ・yV・lw

・アクセス内容 ぱ 二㌻三 驚 …)
PaS領)rd,Data8el

RBA/LRN/KEYValue
PUTIOPLス テータスコー ド

ERASEIOPL

Data8etに 関する情報を得る手

段が必要oDP/DSシ ステムの利用o

■入出力エ リア

.ス テ ー タ ス コ ー ド 〔VSAMの 例)

⑥ ・ 10B(10Bl。ck) Query=

M㎝.ory』ag㎝ent OS ● フ ィ ジ カ ル ボ リ ュ ー ム ナ ン バ VOLSER(ValUneSerialNo) EXCPIOBIO-AREA

(MM) 1/OPrOCe5sor
・

● パ ス ワ ー ド &Pas5冊rd PhisicヨlVolトb ス テ ー タ ス コ ー ド

● シ リ ン ダ.ト ラ フ ク,レ コ ー ド ナ ン バ CyIinderN。&PaS珊rd Cyl,Track,Rec。rd

(InterfaceC㎜ ㎡}
●アクセス内容 Track心' READ/WRITE

●入出力エ リア RecordNo'

■ ス テ ー タス コ ー ド

.
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一 方不 均 質 の場 合 や ,今 後 の標 準 を設 定 す る事 を考 え れ ば,こ の 区 切の位

置 は重要 な意 味 を持 つ し,そ の区 切りの合理 性 が今 後 の この種 の技 術 開発,

標 準化,モ デル変 換 又 は イ ンタ フ ェー ス変換 等 に 良い 結 果 を もた らす と考 え

られ る。 その 意 味 で この階 層性 とそ の区 切 りを与 えた 時 の 属性 等 が充 分 に厳

密 に検 討 され 標準 化 に寄 与 す る事 が望 まれ るo

(6)前 節 に おけ るQP(QL)の 本 表 に おけ る位 置 付 けは 概 ねVHLSの レベ

ル と考 え て 良い が,本 義 の階層 分け は 言語 的階 層 を主 体 と して お り,QPに

はVHLSと 別 次 元 の要 素 の機 能 も含 まれて い る。

(7}DBMの 接 続 で は,或 る レベ ルで の接 続 が行 われ れ ば,そ れ 以下 の レ ベ

ルには 言語 系 な り,デ ー タ構 造等 に順 次変換 され て ゆ くので,実 際上 下 位 レ

、ベ ルの プ ロ トコル が表 面 に出 て くる こ とは ない。 この点 ネ ッ ト ワー クの プ ロ

トコル階層 が デ ー タの フ ォマ ッ ト上 に出 て くるの に比 し違 って い る。

(8)デ ー タベー ス間接 続 を実 際 に考 え る とき,Level(4)の マ ク ロサー ビス

(DMLで の 接続)程 度 が,実 現 で き る最 低 の レベ ル と考 え られ る。 これ は,

それ以 下 では 物 理 的構 成 や特 性等 が表 面 に 出て くる の で実 現 性 に乏 し くな る

か らで あ るo

舎

6.4間 合 せ 用 言 語 と の 関 係

6.4.1問 合せ 用言 語 に つ い て

デー タベー スへ の ア ク セ スは非 手続 き的,手 続 き的 を問 わ ず何 らか の 言語 に

よる プ ロ グ ラム テキ ス トを介 して行 われ る。手 続 き的 な ものは例 え ば,COB

OL,FORTRAN,PL/1等 の手 続 き的 言語 に埋 め込 まれ た形 を とるoこ の

よ うな形 で実現 され る デ ー タベ ース ア クセ スの 言語 は 一 般 にDML(DataMa-

nipulationLanguage)と 呼 ばれ,上 記 のCOBOL等 の 言語 は親(Host)言 語

と呼 ば れ る。

一 方 ,述 語論 理(predicate)形 式 で の非 手続 的 言語 に よる デー タベ ー スへ

■

4

一350一



●

の ア ク セ ス も行 わ れ る 。 こ の よ う な 言語 をQL(QueryLanguage)と こ こ で は

呼 ぶ 。QLに はSEQUEL等 に 代 表 され る リ レ ー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー ス へ の ア

2x㈱ ⑳

ク セ ス 用,CODASYL型 デ ー タ ベ ー ス へ の ア ク セ ス用,QuerybyExample,

㈱

CODASYLEndUserFacilityTaskGroupの 案 に 見 られ る表 形 式 の も

の に 大 別 で き よ う。

本6.4.1項 で は これ らQLの も つ 機 能 の 分 類 を 試 み る。 但 し分 類 は 完 全 な も

の で は な く,又 特 定 の デ ー タ モ デ ル やQLプ ロ セ ッ サ に の み 使 わ れ る もの も含

ん で い るo

山 デ ー タ 項 目 の 選 択,挿 入,削 除,更 新 の た め の コ マ ン ド

例:SELECT__FROM,INSERTINTO,DELETE,

UPDATE等

〔2)問 合 せ の 条 件 設 定 の た め の 制 御 用 言語

例:WHERE,WHEN,IF,THEN,ORDEREDBY,

GROUPEDBY

(3)デ ー タ 項 目の 条 件 設 定 の た め の 述 語 論 理 オ ペ レ ー タ

例:AND,OR,NOT,IS,ISNOT,BETWEEN__AND.._. '

〉,く=,≠,

(4)問 合 せ を実 行 す る ため の制 御用 コマ ン ド

例:DEFINEFILE,OPEN,CLOSE,LOCK等

㈲ 表 示 形 式 定義/出 力 コマ ン ド

例:1」IST,OUTPUT,DISPLAY,REPORT等

(6)問 合 せ 用補 助 コマ ン ド

例:TOTAI」,SORT,COUNT等

以 上 の様 に6種 類 のQLの 機 能 要 素へ の分類 を行 った。 これ ら要 素 の組 合 せ

お よび帰 納 的 利 用 に よってQLに よる問 合 せ プ ログ ラムテ キス トは構 成 され よ

うo

一般 に問 合 せ に は複雑 な論 理 条件 を満足 す る もの の選 択 に使 う もの や定型 的
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な レポー ト作 成 が あ り得 る。QLプ ロ セ ッサは この よ うな2つ の 問 合 せ機 能 を

合 わせ持 つ ため に も問 合せ 論理 記述 と レポ ー ト形 式 定 義 は 切り離 した 方 が よい

と考 え られ る。 又定 型 的 な レポー ト作成 手 続 き利 用 を便 利 にす るた め に もフ ァ

イル化 され たQLテ キス トの定 数 は外 部 か らパ ラ メー タ指 定が 可 能 に す る等 の

配慮 が 必要 で あ ろ う。

●

ム

6.4.2問 合せ 言語 と問 合 せ 応答 効 率 につ い て

第6.4.1項 で問合 せ 言語(DMLとQL)の 説 明,特 にQLに つ い ての 説 明

を行 った。 これ らQLは 端末 か らの問 合せ 機 能 を提供 す る もの で あ って も,分

散 型 デ ー タベ ー スに 充分 対 応 で きる もの で ある とは 言え ない。 そ れ は分 散 型 デ

ー タ ベー スで は述 語論 理 の 中に含 まれ る デー タ項 目が地 理 的 に分散 して い る,

い わゆ る分 散 型問 合せ が発 生 す る た めで あ り,従 来 のQL用 プ ロセ ッサ で は こ

の よ うな分 散 型問 合 せ を 処理 で き ないか らで あ る。

利 用者 が 分 散 した デー タの格納 場 所 を知 る こ とな く問 合 せ を任 意 に作 って も

分散 型 デ ー タ ベー ス シス テ ム内で 適 切な デ ー タへ の ア ク セス とな る よ うに問 合

せ を構 成 し直す 必要 が ある。

QLに よる問 合せ の構 成 を どの 程 度 し直す か に よ って分散 型 問合 せ の 構 成 は

ネッ トワー ク リソー ス管 理機 能 の 一 部 と され るか,又 はQL用 付加 プ ロ セ ッサ

に よ り実 現 され る もの に な るか に分 かれ るで あ ろ う。 従 来 の デ ー タベ ー ス シス

テ ムは条 件 に 合 う もの を一 時 には一 個 のtuple(情 報 の検 索 単位),い わ ゆ る

tupleatatimeと い う方 式 を とれ たが,分 散 型 問合 せ で は この 方 式 で は通

信 コス ト等 で不利 となる の で,条 件 を満 た す 多 数 のtupleを 同時 に送 る方式 を

とる こ とに な ろ う。 この よ うな ブ ロ ック転 送 方 式 を用 い る と して も,以 下 の2

つの 分散 問 合 せ方 式 が あ る と考え られ るo,

(11与 え られ た問 合 せ 文 に対 して,関 連 す る デー タを保 持 してい る格 納場 所

か ら各 々その格 納場 所 で の デー タに つ い て,問 合 せ 条件 を満 たす もの を 見つ

け,。その よ うな デー タ を各 格 納場 所 か ら1個 所 に全 てを転 送 し,そ の 集 合揚

場

4
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4

▼

所 で改 め て全 体 の論 理 条 件 に つ い ての検 索 を行 う もの,

と

(2)デ ー タの あ る格 納 場 所 か ら別 の格納 場 所 への プ ロソク転送 の列(単 一 の

列 で も ト リー状 の列 で も よい)を 各 格 納場 所 での適 切な論 理 処 理 を行 い なが

ら実行 し,最 終 的 には ある特 定 の 場所 へ 出 力 を行 う もの,

の2つ で あ るo

上 記(11は 方 法 と しては 単純 で あ るが,{2}に 比 べ,転 送量 は一 般 に増大 す る。

(21は 転 送量 の 減 少 は{11に 比 べて可 能 であ るが,特 別 に プ ロセ ッサ を設 け,予 め

転 送 の順 序 の ス ケジ ュー ル を各 問 合 せ テキ ス ト毎 に行 わ ね ば な らない し,個 々

の転 送 に お け る転送 量 を予測 して全 体 の転 送 量 の最 少化 を計 る訳 で あ るが,こ

の よ うな転 送 量 予測 は一 般 に容 易 で ない。

本6.4.2項 での これ まで の議 論 はQLに よ る問合 せ に つい て の もの で あっ た。

問 合 せ には も う1つDMLレ ベ ル での デー タ ベー ス ア クセ スが あ るoDMLレ

ベ ル での 問合 せ はDBMS間 での通 信 におけ る最 も低い レ ベル の ア クセ ス 言語

で あ り,DML単 位 での ア クセ スを基 本 とす る限 りでは 何 ら問 合せ の応 答 時 間

を 効 率 化 す る余 地 は ない 。 分散 型 デ ー タベ ース にお い てはDML単 位 でDB

MS間 の 通信 を行 うと通 信 量 が増 大 す る恐れ が ある。

この問題 を解 決 す る一 方 法 は 同一 格 納 場所 に連 続 して ア クセ スす るDML群

を1つ の単位 にす る方法 が あ り得 る。 しか しプ ログ ラムテ キ ス トの互 い に独 立

な ブ ロ ックへ の分 割 は必 ず し も容 易 で は ない。 なぜ な ら実 行 途 中で 得 られ た 中

間情 報 を プ ログ ラム上 あ とで利 用 す る か否 か等 の認 識 を行 わね ば な らな い等 の

複雑 な処 理 を必要 とす る か らで あ る。

DMLとQLの2つ の レベ ル に話 を限 れば,QLレ ベ ルの 方 が より高位 レベ ル

で あ り,そ れ だけ 問合 せ の 効率 最 適 化 の 可能 性 を残 してお り,分 散型 問 合 せ の

効 率 化 には有 利 で あ る。

い ずれ に して も効率 の よい分 散型 問 合 せ を行 うには,利 用 者 が デー タの格納

場 所 を知 ってい るだ け で な く,そ の 内容,特 に ある条件 を満 たす デー タの量 が
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どれ 位 に な る かを 把 握 して い るか,さ もな けれ ば この よ うな情報 を分散 型 デー

タベー ス シス テ ム側 で知 ってい な い とい け ない場 合 が 多い 。

」

ザ

"
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7.異 機 種 の場 合 の 問題 点

7.1異 機 種 の 場 合 の 相 違 点
ぷ

d

レ

前 章 までの 議論 は コ ン ピ ュー タネ ッ トワー クに接 続 さ れ る計 算機 シス テ ムは

均質 で あ り,そ の よ うk計 算機 シス テ ムで 実現 され て い るDBMSも,採 用 さ

れ て い る デー タモ デ ル も均 質 であ る こ とを想定 し,不 均 質 な デー タモ デル,

DBMS等 が 混 在 す る場 合 の 個有 の 問題 は 分 散型 デ ー タベ ー スの問 題 とは 切離

せ るた め,深 く触 れ て来 なか ったo

本 章 では これ まで の議 論 とは異 な り,不 均 質 な計 算機 シ ステ ム,DBMSの

混 在,又 デー タベ ー ス の デ ー タモデ ル も不 均 質 で あ る場 合 に つい て,均 質 で あ

った場合 との 相 違 点 を主 に 論 じる。

ここで議 論 す る異 機 種,即 ち不均 質 の場 合 の 問題 点 の 対 象 とな るの は,機 能

的 にはDBMS機 能 又は 上位 の機 能 で あ る と考 え るoな ぜ な ら不均 質 な計 算 機

シ ス テ ム同志 の接続 で は あ って も,各 計 算機 シス テ ムに属 す る デー タは そ の計

算 機 シ ステ ム に属 す るDBMSに よって管理 され てお り,デ ー タベ ー ス間 の変

換 で 議論 の対 象 と なる ものはDBMS機 能 か 又 は よ り上 位 の機 能 で あ る こ とに

よるo

具 体 的 な問題 点 と して は

(1)各 デー タ ベー ス が依 存 してい るデ ー タ モデ ル の相違 か ら来 る論 理 的 デ ー

タ構造 の相 違

② 上 記(1}に よって生 じた 相違 か ら来 る デー タベ ー スへ の ア クセ ス,操 作 法

の相違,(特 に この相 違 が利用 者 の構 成 す る論 理(プ ・グ ラム)に 影 響 を与

え た場 合,よ り複 雑 な問 題 とな る。)

(3)各 計 算機 シス テ ム,DBMS間 で や り と りす るデ ー タ形 式

が想 定 され る。(3)の 問 題 点 は 特 に大 き な問題 で は ない が,(1)は 他 の要 因へ の 影

響 も大 き く,主 な課題 とされ よ う。
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7.2DBMSの モ デ ル 変 換 に っ い て

不 均質 なデ ー タモ デ ルが 共存 す る時,こ れ らデ ー タモデ ル間 での 情報 の交換

を行 うには何 らか の変 換 を必要 とす る。

●

(16)7
.2.1モ デ ル変換 の分 類

デ ー タモ デ ル間 の変 換 そ の もの を分類 す る と,

ほ}デ ー タ本体 の変換 を行 うか又 は デ ー タへ の ア ク セス側 に変 換 をほ ど こす

か の相違,

(2)不 均 質 なデ ー タモ デ ル間 での1対1の 変 換 を行 うか,又 は あ る正 規 化 さ

れ た デー タモ デル との変 換 を行 うか(図7-1参 照),

の2つ で ある。 必 然 的 に4つ の変 換 形 態 が 存在 す る。

(a)デ ー タベー スの全 体 叉 は 一 部 を相 手 デー タ モデ ル に変 換 す る。

(b)デ ー タベ ー スの全 体 叉 は一 部 を正 規 化 デー タ モデ ルか ら変換 す る。

(c)デ ー タ ア クセ ス 言語 を相 手 デ ー タモデ ル の ア ク セス 言語 に変 換 す る。

(d)デ ー タア クセ ス 言語 を正 規 化 デ ー タベ ースで の デ ー タア ク セ ス 言語 へ,

又 は正 規化 デー タベー ス で の デー タア ク セス 言語 か ら変換 す る。

正 規化 デー タベー ス での デ ー タ ア ク セス 言語 が充 分 普及を して,利 用者 が この

よ うな正 規 化 デ ー タ ベー ス での デー タア クセス 言語 に よ って プ ロ グ ラム作成 を

行 え ば,(d)に おけ る一方 の変 換,即 ち各 個 デー タア ク セス 言語 か ら正規 化 デ ー

タベ ース で の デー タア ク セス 言語 へ の変換 は 不要 とな るo

デ ー タ本体 の変 換 方 式(a),(b)は す で にデ ー タが形 式 的 に記 述 され てい る こ と

か ら も,技 術 的 に は(c),(d)よ り も容 易 で ある が,分 散 型 デ ー タベ ー スの よ うに,

地理 的分 散,動 的 な変 換 を必 要 とす る もの に おい て は,転 送量 の増 大,応 答 速

度 の 低下 等 か らす べての 場 合 につ い て使 用 で きる変換 とは 言え ない。 む しろ機

種,モ デ ル移行 等 の 静 的変 換 で の役 目が大 き い。

本 節 で は上 記(c),④ に つい て主 に述 べ るが,(d)に つい て の議 論 を行 え ば(c)に

」

∀

4
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つ い て の 検 討 は 充 分 で あ る と考 え られ る の で,特 に(d)を 中 心 に 述 べる も

の とす る。(図7-2参 照)
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図7-11対1変 換 と1対n変 換

P

利用者 利用者

正規化QL
1→QL

正規化
→QLlQL

正規化
→QL2QL

正規化QL
,→QL

図7-2QL－ 正規 化QL変 換 の 流れ
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7.2.2正 規 化 デー タ ベー スの 設定 につ い て

す でに 第3章 で示 した よ うに正 規 化 デー タベー スの具 備 す る ものは,正 規化

され た デ ー タモ デ ル に よる論理 デ ー タ構造 と,そ れ に 付 随 して正 規 化 され た デ

ー タア クセ ス 言語 で あ る と した
o更 に本 章 での前 提 か ら この正 規 化 され たデ ー

タア ク セス 言語 と各 個デ ー タ ア クセ ス 言語 間 の変 換 が議 論 の対 象 と なる。

次 に変 換 の 内容 に つい て よ り具 体 的 に検 討す る。

変換 を議論 す るか らに は変 換 の対 象 を明確 に しなけ れ ば な らない。 変換 の対

象 とな る のは形 式 的 な表 現 を持 つた 格納 デ ー タ と,そ の格 納 デ ー タへ の ア クセ

ス を行 え るデ ー タ ア ク セス 言語 を含 む プ ロ グラ ム(又 は プ ロ グ ラム テキ ス ト)

であ るo

こ こで 検 討す る問題 は 各 個 デ ー タ ア クセ ス 言語 が持 つ各 個 デー タモ デルへ の

依存 度 と各 個 デ ー タ ア ク セス 言語機 能 の共 通性 であ る。 た とえ ば 相異 な る2つ

の デ ー タ モデル の2つ の デ ー タ ア ク セス 言語 にお い て,同 じ機 能(入 力 に対 す

る出 力が 同 じ)で あ る ものが あれ ば少 な くと もこの2つ の ア ク セス言 語 で の共

通機 能 と 言 うこ とが で きる。 又一 方 の デ ー タア ク セス 言語 が 他 方 の デー タア ク

セス 言語 の組 合せ に よ って 同一機 能 とな る場 合 も共 通 機 能 と言 うこ とが で き よ

う。 この よ うな共 通機 能 を想 定 ざれ る全 て の デー タモ デ ル(お よび その実 現 シ

ステ ム)に つ い て検 討 し,こ の よ うに して 出来上 った共 通 機能 を正 規化 デー タ

アク セス 言語 とい う考 え 方 もあ り得 る。 この ような方 法 は 現 実 的 で ある が,カ

バ ー で きなし(機能 の扱 い が 問題 視 され ,そ の よ うな機 能 を持 た な いDBMSに

対 して機 能 の追 加 を何 らか の 形 で実 現 す る必 要 に迫 られ る。 又 常 に改 良,変 更

を行 って い るDBMSの 機 能 に 追随 す るの は伸 々困難 で あ る。 た とえ この よ う

な デー タア ク セス 言語 レベ ル で の機 能 の 共通 化 を行 っ て も,プ ログ ラムの 論 理

が各 個 デ ー タモ デ ル に よ る部 分 を多 く持 つ こ とか ら,不 均 質 デー タモデ ル を も

含 む場 合 には以 上 の共 通 化 で は 充分 な正 規化 は で きず,ほ ぼ 均 質 な デー タモ デ

ル(た とえ リレー シ ョナル,CODASYL型,階 層 型 と呼 .ばれ て い て もそ の採

用 して い る機 能 に は 差異 が 存 在 す る)間 での 変換 に用 い られ る手法 と 言え よ う。
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正 規化 デ ー タベ ー ス を検 討 す る には以 上 の 議論 か らア プ リケー シ ョン ・プ ロ

グ ラムか らデ ー タモ デ ルの 持 つ特 異 性 をで きるだ け除 く必 要 が あ る。 この よ う

な条 件 か ら 自然 と利 用 者 は よ り高 位 なデ ー タ ア ク セス 言語 を使 い,そ の 言語 は

各 個 デー タモ デ ルの特 異 性 が 除か れ て い る もの,で きれば その よ うな 言語 は正

規 化 デー タベ ー スで の デ ー タア クセ ス 言語 そ の もの であれ ば 正規 化 は 容 易 とな

る。従 って正 規化 デー タ ベー スで は デ ー タア クセ ス 言語 そ の もの の機 能 か ら出

発 す る よ り も,む しう デ ー タモ デ ルの 特異 性 の 除去 に よる正規 化 デー タ モデ ル

の確立 が まず必 要 で あ ろ う。 デ ー タ モ デルめ 特異 性 が 除去 され,か つ高位 レベ

ルデ ー タ ア クセ ス 言語 に よる プ ログ ラムの利 用 を行 うこ とに なれ ば変換 は か な

り容 易 に なる で あろ う。 正 規化 され た 高位 レ ベル デ ー タア クセス 言語 を正 規 化

QueryLanguageと 呼 ぶ とす る と,各 利用 者 は各 個計算 機 シス テム又 はDBMS

で 提供 され るQueryLanguage(QL)で プ ロ グラ ムテキ ス トを作 成 し,各 個計

算 機 シ ス テ ム又 はDBMSで はQL正 規 化 変換 が なされ,相 手 側 シス テム で

正 規化QI・ →QL変 換 を行 うこ とに よ って相 手 側 デ ー タベ ー スへの ア クセ ス の路

を作 る こ とが で きる。

以 上 の よ うに正 規 化 デ ー タベー ス で の正 規 化 モ デル の確立 か ら出発 し,正 規

化QLの 持 つ べ き機 能 の 設定 へ と進 む ア プ ロー チ を示 した。

以 上 ま とめ てみ る と種 々の デー タモ デル を許す 分 散型 デー タベ ース シス テ ム

にお い ては,ま ず正 規 化 ブ一 夕モ デル の確 立,正 規化QLの 確 立 を行 い,利 用

者 へ のQLで の プ ログ ラ ム テ キス トの 正 規 化QLと の変換 に よる相互 ア ク セ ス

を提 供 す る手 段 が あ る。 正 規 化 デー タモ デル の確 立,正 規化QLの 確 立 につ い

ては 対 象 とされ る デー タ モデ ルに依 存 して容 易 で あ る場 合 と困難 で あ る場 合 が

あ る。QLよ り も低 い レベ ル の デー タア クセ ス 言語 に よ る プ ログ ラ ムテ キ ス ト

での デ ー タ ベー ス ア ク セス を行 うものは ほ とん どの場 合 対象 とす るデ ー タベ ー

ス の デー タモデ ルは 利 用者 に明 確 に な って お り,こ の よ うな もの に つ い ては共

通 化 した デー タア ク セ ス 言語 の 提供(本 項 の 前半 に述 べた もの)に よる変 換 が

現 実 的 で あ る。
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7.3高 位 デ ー タ ア クセ ス 言 語 か らの ア プ ロ ー チ

本節 では 高 位 ア クセ ス 言語,特 にQLレ ベ ル の 言語 と変換 の 関係 に つ い て論

じるo第6章 で論 じ られ てい るVHLS(VeryHighLevelLanguageServices)

は 高位 デー タ ア クセ ス 言語,特 に こ こではQLレ ベ ル の 言語 に よ って提 供 され

る もの と して話 を進 め るo

前節7.2で す で に述 べた よ うにDBMS間 での情 報 交 換 の た めの デー タア ク

セ ス 言語 が低 レベ ル の もの で あ る程,又 デ ー タモデ ル に依 存す る程,変 換 は 困

難 にな る。 本 章 で の 前提 か ら変 換 の対 象 とな る最低 レベ ルはDMI.レ ベ ル の 言

語 で あ る。DMLレ ベ ル よ り も高位 の レ ベ ルの デ ー タ ア クセス 言語 と して,自

然 に想 定 され る もの と してQLと そ の機 能 概 説 を第6.4節 に示 した。 本 節 では

QL又 は それ 以外 の レベ ルで の デー タ、ア ク セス 言語 の変 換 との 関係 に つい て述

べるo

`

●

7.3.1QLレ ベル言 語 と変換 につ い て

QLレ ベ ルでは デ ー タ項 目名 の参 照,k・ よび デー タ項 目名 に よ って示 され る

デー タベ ース の一 部 が満 たす 論理 条 件 式 の表 現 に よって デー タベ ー スへ の ア ク

セ スを指 示 す るため,デ ー タ構造 へ の ア ク セ ス とい う性格 の強 いDMLレ ベ ル

に比 べれ ば デー タ構 造 に依 存 す る部 分 は 少 ない。 しか しな が らQLレ ベ ル か ら

完 全 に デ ー タモ デ ルへ の依 存 性 を と り除 くこ とは で きない 。 た とえば リレー シ

ョナルQLで は リレ ー シ ・ン名 をつ ね に 明示 しなけれ ば な らない が他 のQLで

は リレー シ ・ ンを明示 せ ず 単 に デ ー タ項 目名 のみ に よる検 索 となる。 従 ってQ

Lの 方 がDMLよ り もデー タ構 造 か らの独 立 性 は 高 い が,QLレ ベル の変 換 が

不要 に な る とは 言え な いo

づ

7.3.2正 規 化QLに つ い て

前 項7.3.1で 不 均 質 な デ ー タ モ デ ル 等 を 含 む 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス に お い て,
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ひ

各 個QL間 での変 換 が 必 要 とな る と述 べた。 これ ら各 個QL間 の 変換 上 有 利 で

あ る と して,正 規 化 デ ー タベ ー スで の正 規化QLの 必 要性 を第3章 で触 れ た。

又第6.4節 で は特 に この 正 規化QLの 提 案 と して で は な く既存 の 各 個QLの 機

能分 類 例 を示 したo

正 規 化QLの あ る べ き姿 に つい て の提案 を こ こで行 うまで は一般 には 変換 の

問題,QLの 機能 比較 は行 われ て は お らず,未 知 の部 分 が 多 く存 在 す る。 しか

しす で に第6.4.1項 で 述 べた分 類 を よ り詳細 にか つ正 確 に行 い機 能 分類 を明 確

化 す る こと,又 正 規 化QLで は デー タ項 目名の シ ン ボル上 で の参 照,デ ー タ項

目名 で示 され る デ ー タ値 へ の論 理 的操 作 を基 本 と し,帰 納 的 に問 合 せ を構 成 す

る機 能 を持 つ こ との2っ は 必要 な こ とで ある と言え よ う。 基礎 とな るデ ー タ モ

デル が互 い に異 な り,そ の デー タ モデ ルに依 存 す る部 分 が 少 ない とは 言え ど あ

る程 度 存 在 す るQLに つい ては,プ ロ グ ラム上 で の 前後 関係 が 深 く影響 す る も

の もあ り,QL言 語 上 の1対1の 変 換 では解 決 で きな い問題 も出 て こよ う。 こ

の よ うにQL間 で の 変換 に はltta詳 細,具 体 的検 討 と実 験 が必 要 と なる と思 わ

れ るo

分 散型 デー タベ ー ス シ ス テム を異 機 種,異 デー タモ デル の観 点 か ら,し か も

アプ リケー シ ョン側 か ら独 立 な汎用 シ ス テム と して具 体 的 に検 討 した例 は 見当

らず,従 って本 節 で の検 討 は エつ の側 面 か らの検 討 で あ る と言え る。

特 に既存 の格 納 デー タ,デ ー タベ ー スを利用 す る プ ログ ラム群,す でに実 現

され て い る ロー カルDBMS機 能等 の活用 を前提 とす る時,DBMS間 通 信 は

ア プ リケー シ ・ン プ ログ ラ ムか ら呼ば れ るDMLレ ベル 言語以 下 で通 信 を行 う

ことは 現実 的 に 不 可能 で ある こと,よ り高 位 レベ ル での デ ー タ ベー ス ア ク セス

の 方 が異 機 種,異 モデ ルに よる差異 を吸収 で きる と本 節 では 結 論 づ け た。
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8.結 論 と 今 後 の 方 向

以 上 ニー ズの面,サ ポー ト技 術 の面 か ら分 散型 デ ー タ ベ ース に つい て検 討 し

て来 たが,以 下 そ の要 約 した結 論 と,今 後 の方 向 に つい て項 を追 っ て記 す 。

{1)本 格 的 な分散 型 デー タベ ースの実 現 は来 し と云 え ど も,そ の徴 候 は,現

在 の盛 ん な ネ ッ トワー クの構 築 と,フ ァイ ルの共 用,多 目的 利 用 を狙い と し

たDBMSの 旺 盛 な導 入 動 向 に現 れ て い る。 そ して この 両者 の延 長線 上 の 交

点 には,自 然 な運 用 形 態 を具 備 し,目 的 に適 した種 々 な形 式 の分散 型 シ ス テ

ムの実 現 が 期待 され る。

そ してそ の発 展 段 階 の 中 間過 程 では,必 ず し も技術 的 に充 分 な サ ポー トが

得 られ ない で あ ろ うが,ユ ー ザ ア プ リケ ー シ ・ンレベ ル の作 業 負担 にお い て

或 る程 度 の 分散 型 デー タベ ー ス は実現 し,デ ー タベ ー ス の共1司利 用程 度 の こ

とは,か な り行 わ れ る と考 え られ る。 しか し,本 格 的 な 分散 型 デー タベ ー ス

の普 及 にはDBMS自 体 が 分散 型 に適 す る よ うに発達 して も ら うこ と と,ネ

ッ トワー ク手 法 が も っ と便 利 に有 効 に使 え る よ うに な る必 要 が あ り,と の 両

分野 で の,互 に相手 の要 望 を加 味 した発展 が望 まれ る。

(2)DBMS自 体 は 相互 接 続 に 際 して 変換 の必要 がない標準 方式 に 統一 され る

事 が望 ま しいが,既 設 のDBMSの 普 及 状況 も考 え活 し てゆか ね ば な ら ない。

又 現在 実 用 され てい るDBMS相 互 間 を変換 す る,或 は変 換 容 易 な 標準 的 な

DBMSが 開発 されるのを期 待 す る こ とは 困難 と考 え られ る。

む しろDBMSに 問 合 せ を発 す る際 の高 級 言語(QL)の 開発 と,そ の 処理

を行 うQLプ ロセ ッサ(QP)の レベル での 標準 化,或 は正 規 化 を行 うこ との

方 が,そ の実 現 性,実 用 性 の 両面 か ら もよ り多 く期待 で きる。 又更 に,謂 わ

ゆ る分散 検 索 処理 の面 か ら もこのQPレ ベル の機 能 の充 実 が 必 要 で あ る。

又現 在 のDBMS自 体 が ま だ変 更,改 造 が行 わ れ て い る こ と も事 実 で あ り,

これ を対 象 とす る よ り もQLレ ベル の もの を相 手 に将 来 形 を検 討す る方 が 良

い とす る考 え 方 もあ る。
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QLが 最 も期 待 され る のは,謂 わ ゆ る非 手続 き的 に,デ ー タ構造 の 意 識 な

しで 直接Dataに 達す る事 が出 来 る点 で あ り,そ の 本質 の抽 象化 が進 ん で い

る点 で あるoそ の 意 味 で現 在 提 案 され てい る リレー シ ョナ ルデ ー タベ ー ス方

式 の 開発 方 向 は,こ の 方 向 と規 を一 に して居 り,大 い に期 待 され て良 い と云

え よ う。

尚 デ ッ ドロ ック等 の 問題 につ い ては未 だ 決定 的 な提案 が ない が これ 等 は 今

後 に 期待 され よ う。

(3)一 方 ネッ トワー ク機 能 と しては ネ ッ トワー ク管 理機 能,特 に デ ィレ ク ト

リ,ガ イ ド機 能 の充 実 が望 まれ る。 この機 能 は,既 設 の シス テ ム間 を接 ぐ,

比 較 的粗 な結 合 の場 合 で さえ も望 ま しい もの で あ り,高 度 の分 散 検 索 処理 や,

ユ ーザ が 必要 デー タ等 の所 在 を知 らな くて も問 合せ を発 せ られ る様 な形 式,

謂 わ ゆ る地域 的 に仮 想 化 され た デ ー タベー ス方 式 と云 われ る高 度機 能等,密

な結 合 方式 を実 現 す る には 必須 の もので ある。

そ して この ため の ネ ッ トワー ク ア クセス 用 の 言語が 必 要 と考 え られ る し,

この為 の プ ロ トコル も当然 必要 で ある。

一 応 本検 討 では この プ ロ トコル レベ ルは ,シ ス テ ム/機 能 レベ ルの 上位,

ア プ リケー シ ・ン プ ロ グ ラムの 下位 に位置 付 け られ る べ き もので あ ろ うと し

たo

本 提案 は ま だ未熟 な もの であ り,ほ んの ガ イ ドライ ンを示 した もの に過 ぎ

な い が,今 後 実 開発 の 様子 とに らみ 合せ て標準 的 或 は仮 想 的 な提 案 が為 され

て しか る べ き もの と云 え よ うo

(4)Security,IntegritY,Consistency,PrivacYの 維持 と保護 は非 常

に大 事 で あ り,分 散 シ ス テ ムを構 築 した故 に これ の機 能 が 低 下 す る様 では 分

散 型 デー タベ ー ス 自体 の発 展 を も阻 害 す る。

これ 等 の維 持 には,暗 号化(本 報 告 書前 半 に記 述),パ ス ワー ド管理 とコ

ピー デー タの 同期 更新 管 理 が有 効 で あ る。

パ ス ワー ド管 理 は,中 間処 理 毎 に随所 で 行 われ る べ きで あ り,コ ピー デー
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タの更 新 は一 斉 の 同期 更新 が厳 重 に守 られ る べ き こ とが その 要点 で あ るo

(5)今 後 の分 散 型 デー タベ ー ス に大 きな影 響 と イ ンパ ク トを与 え る もの と し

て,先 ず ミニ コ ン ピュー タ,オ フ ィス コ ン ピュー タ,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ ,

半 導体 の急 激 な発展 が あ る。

まず分 散 シ ス テ ムへ の トリガー をか け た の が ミニ コ ンで あ り,ミ ニ コン ネ

ッ トワー ク等 が極 め て普 通 の もの に な る方 向 に あ る。 そ して マ イ ク ロコ ンの

急速 な発 達 は この傾 向 を加速 す る し,半 導 体 メモ リの低 価格 化,大 容 量 化 は,

ミニ コン シス テ ムレベ ル でのDBMS導 入 を極 め て 促進 す る。

ミニ コ ン,オ フ ィス コンは イ ンテ リジ ェ ンシ イ を高 め,端 末 レベ ルで の分

散 拠 点 にな り,他 ノ ー ドのDBMSア クセ ス の拠 点 と な り,更 にはDBMS

保 有 の可 能 性 も有 り得 る。

又現 時点 で は ネ ッ トワー クには あ ま り関 係 しな い が,マ イ クロコ ンピ ュー

タに よ るデ ー タベ ー ス マ シ ンの発 展 は小 さ い デー タベ ー ス方式 を可能 な ら し

め,広 域 分 散 に技法 的 イ ンパ ク トと して影 響 して くる可 能 性 もあ り,こ の 面

も注 目 して お く必要 が あ る。

次 にMSS(MassStorageSystem)や バ ブル メモ リ等 の新 要 素の 導 入 は

ワン レベ ル ス トアの概 念 に もつ なが り,新 技 法 の開 発 も起 り得 る し,DBMS

の 考え 方 に も影 響 して くる可能 性 もある,又 マ イ ク ロコ ン ピュー タ制 御 に よ

る イ ンテ リジ ェ ン トフ ァイ ル等 も今 後 どの様 な方 向 に発展 す るか 興味 あ る問

題 で あ り,ウ オ ッチ され る べ き事 柄 と云 え よ う。

(6)通 信 や ネ ッ ト ワー ク,更 に 言語 等 は 標準 方 式 の確立 に よ って急 激 に進歩

発展 が 促 進 され る もの で あ る。 これ は 相互 交 信 を前提 と してい るので 当 然 で

あるが,単 な る開発 上 の ロ ッ ト纒 め の効 率 向上 以 上 の 意 味 を持 って い る。

しか し現 実 に分散 型 デ ー タベ ー スの 実現 にお い て,現 在望 まれ て い る標準

化 の レベ ル は本 報 告 で述 べた 如 く,ネ ッ トワー ク的 に は ネ ッ トワー ク管理 レ

ベル ぐらい迄 期 待 され てい る の で あ り,DBMS的 には 高級 問合せ 言語 処理

の レベ ル程 度迄 が期 待 され る。 その 意 味 で は現 在 の世 の 中 の標 準化 レ ベル と
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の へ だ た りは 大 きい。 特 にDBMS系 は ソフ トウェア体 系が 大 きい だ け に安

易 な標 準化 は,後 に悔 を残 さ ぬ よ うに む しろ避 け る べ きで あ る との 見解 も強

い様 で あ り,慎 重且 つ 積 極 的 な研 究 開 発 に基 い た標 準方 式 の 提 案 が望 まれ る。

幸 い最近ISOに お い て もSC16が ネ ッ トワー ク高位 レベル プ ロ トコル の

標 準 化 を テー マに発 足 し,次 第 に分 散 型 デー タ ベー ス関連 部門 も標 準化 が 検

討 され る気 運 にな って 来 た と云え よ う。今 後 大 いに期待 され る。

以 上 が本 報告 書 の要点 で あ るが本報 告 書 にお け る今 回の 検 討 も究 極 的 には分 散

型 デ ー タベー ス を普及 させ るた め の標 準 化 の活 動 の一 端 と も云え よ う。

我 々 と しては,本 格 的 な分 散型 デー タベ ースが 実現 す る迄 に は まだ種 々な解

決 す べ き難 問題 が あ ると思 うが,個 々の団体,企 業 の利害 に あ ま り捉 われ ず に

真 に ユ ーザ の要望 に応 え る シス テ ムの実 現 を 目標 に置 き,大 同 につ き小 異 を捨

て て,こ の問題 に取 り組 ん で ゆ くべ き もの と考 え てい る。
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第4部 国際情報ネッ トワーク形成のための制度上の問題点

4

・

I

H

`

W

V

現 行 国 際 デ ー タ通 信 サ ー ビス メニ ュー をめ ぐる問題

オ ン ライ ン情 報処 理 をめ ぐる現行 制 度 上 の 問題 点

1.基 本 問題

2.当 面 の具 体 的 な問題

画像 伝 送

通 信 サ ー ビス と情報 処 理 サー ビス の問題

国際 通信 回線 料金 をめ ぐる問題

1.料 金 体 系,政 策 の 問題

2.料 金 レベ ルの問題

3.国 際 デ ィジタ ル ネ ッ トワー ク料 金 の行 方

VENUS計 画 にお け る制度 上 の 問題 点 の輪 郭

政 策 的諸 問題

1.一 種 の輸 出問題 と して

2.ナ シ ョナ リズ ム

3.国 際 的 な相互 主 義 の 問題
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1現 行 国 際 デ ー タ通 信 サ ー ビス メ ニ ュ ー を め ぐ る問 題

4
こ こでは,第1に 現 行 メニ ュー 自体 が ニ ー ズに十 分 そ う もの で あ るか ど うか

とい う問題 と,第2にVENUS計 画 が実 現 した と きの現 行 サ ー ビス と国 際 デ

ィ ジ タル網 サー ビスの 相 互 の位 置 づ け,適 用 領域 が ど うなるか とい う問題 が あ

る。 現 在VENUS計 画 の具 体 的細 目が 公知 され る段 階 に 至 って い ないの で,

第2の 問題 を検 討す る こ とが で きない が,問 題 点 と して 今後 考 慮 され る べ き事

柄 の1つ で あ ろ う。

現 行 サー ビス の範 囲 で は,次 の諸 点 が 問題 に上 るが,相 手 国 との 関係 な どで

国 内 だけ で 処理 で きない 問題 もある。

(1)国 際 公衆 通 信 回 線 の 電話 型 は デー タ伝送 に使 用 で きない か

(2)国 際 デー テル サ ー ビスは オ フ ライ ンシ ス テ ムで あ るが,こ れ を 自営 電算

機 と接 続 して オ ン ライ ン使用 は で きない か

(4)デ ー テル サ ー ビスの速 度 ク ラスの拡 張,取 扱 い 地域(国 内,外)の 拡 大,

符 号 の 国 際 統一 な どの 諸 問題

皿 オ ンライン情報 処理 をめ ぐる現行制度上の問題 点

さ

1.基 本 問 題

オ ン ライ ン情 報 処 理 シ ス テ ムの実 態 そ の ものは急 速 に変化 し,あ るいは 進歩

し よ うとす る。 そ の実 態 を規制 す る制 度 を 考察 す る場 合,最 も単純 に図 式 化 し

てい え ぱ,他 人の通 信 を私 的 に媒介 して は い げ ない とい う通 信 交換 禁 則お よび

回線 の単 独使 用以 外 の 場 にお け る メ ッセー ジ通 信禁 則 その もの に則 る立 場 と,

回線(通 信 役務)提 供 者 の利 益 に則 る立場 と,回 線 利 用 者 の利 益 に則 る立場 の

3つ の立 場 が あ るoも っ と も,第3の 立 場 にお い て も,特 殊 な例外 を のぞ き原
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則 と して,純 粋 な他 人 の メ ッセ ー ジ交換 シス テ ムの公 的独 占原 則 に対 し異 論 が

あるわ け では ないo

た とえ ば,'オ ン ライ ン情 報 処 理 シス テ ムは ネ ッ トワー ク形成 に よる経 済 的 ・

社会 的諸 リソー スの ま った く 自由な共 同利 用 が重 要 な 目標,課 題 の1つ で あ り,

通信 概念 の将外 に あ り,通 信 交換 禁 則 の適 用 にな じ まない とい う問 題 が あ る。

また,情 報 とか情報 処 理 をめ ぐる概 念 の 複雑 化 が あ る。 制 度上,情 報 の 内容

が処理 され るか ど うか は重 要 な問題 で あ って処 理 の有無 に よ り回線 使 用 の可 不

可が 分 れ る場 合 が あ る。

しか した とえば 「情報 処 理 」 とい わ ゆ る 「通 信 処理 」 の 概 念 や実 態 の 間 に常

に明 確 な一線 を引 き得 るか,あ るい は,メ ッセー ジ とデー タが混 在 す るい わ ゆ

るハ イ ブ リッ ド伝 送 を制 度 上 どの よ うに観 る か な どに つい て は問 題 が 残 る。 問

題 が 残れ ば それ は 制度 上 の 疑 義 発生 に つ なが る。 疑義 発 生 の 多 い制 限 には 問題

が あるo

い ずれ に して も,技 術 の 進 歩 や時 代 の変遷 に伴 ない,冒 頭 の3つ の立 場 や視

点 につ い て必要 な調整 の計 られ る こ とが望 ま しい と考 え られ る。

2.当 面 の具 体 的 な問 題

A企 業 内 シ ス テ ムと しての 国際 情 報 ネ ッ トワー ク

国際 回線 と異 種 国 内 回線 の 相互 接 続 が 個別 認 可 とな る以外 と くに問題 は な

い もの と考え られ るo

B共 同 シス テ ムに よ る国 際 情報 ネ ッ トワー ク(主 体 が 情報 処理 サー ビス業

また は情 報提 供 サー ビス業 で あ る場 合 を除 く)

川 共 同使 用 条件 の基 準 業 務 関係 が限 定 列挙 主 義 で ある 点 に 問題 が ある と

す る観 点 があ る。

国 内 シス テ ムに おい て もそ うで あ る が,国 際 シ ステ ム にお い て は と くに

製造 業 者 や卸 業者 と運 送 業,倉 庫 業 な どとの情 報連 絡 は密 接 で あ って,現

在 の業 務 関係 範 囲 は狭 す ぎる とす る議 論 で あ る。

s'

A
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、

(2)回 線 の相互 接 続 条件 は この 共 同 シス テ ムの場 合 に非 常 に複 雑 とな る。

何 らか の整 理 が必 要 で ある とす る考 え が あるo

C国 際情 報 処理 サー ビス,国 際 情 報 提供 サー ビス

山 国 内 回線 に つい て一 定 条 件 の 下 に複 数 の端 末 と複 数 の電 算 機 を含 む シ

ス テ ムを認 めた他 人 使 用制 限 緩 和 を,国 際 回線 につ い て も認 め る べ きで あ

る とす る問題 提起 が あ る。 これ は 国 内的 に も国際的 に も現 実 の もの とな っ

てい る コ ン ピ ュー タ ・コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワーク時 代 に対応 しなけれ ば

な らない点 を論拠 と してい る。

(21国 際 回線 が 単 な る他 人使 用 では な く共 同使 用回線 の他 人 使 用 形 式 が想

定 され る場 合 には,共 同使 用 制 限 の 基準 業務 関係 の広 狭 が 問 題 と な る。

(3)回 線 の相互 接 続 条 件 は,仮 りに(1)の 他 人使 用条 件 の緩 和 が実 現 し,な

お 国 際 回線 が共 同使 用 の他 人使 用 形式 で ある とき最 も複 雑 とな る。

皿 画 像 伝 送

ユー ザ ー として は デー タ,メ ソセー ジ,画 像 の伝送 を総 合 的 に考 え 回 線経 済

を計 る もの と思 われ る。

したが って,デ ー タ通信 自体 の問題 では ない が フ ァ クシ ミ リは 総 て デ ィジ タ

ル 化 す る ものか どうか,国 際 デ ー テル サ ー ビスの将来 の位 置 づけ,VENUS計

画 の 実現 そ の他 を 考慮 に 入れ て,今 後 国 際的 な 画像伝 送 に 対 す る最 適 伝 送路 は

何 か とい う問題 にい ず れ 明快 な答 え が 必要 で あ ろ うと思 われ る。

`

IV通 信 サ ー ビ ス と 情 報 処 理 サ ー ビ ス の 問 題

国 内 に おい て,日 本 電信 電 話 公 社 は通 信 業者 で あ ると同時 に情 報 処理 サー ビ

ス業 者 で もあ る。 また,国 内 では 民 間 の情報 処理 サー ビス業 者 も営 業 を行 って

い る。 した が って,通 信 回線(役 務)提 供 業務 と情報 処理 サ ー ビス業務 の兼 営
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をめ ぐり民 間 との 市場 競 合 そ の他 の 問題 が発 生 す る。

しか し,KDDは 現 在 情報 処理 サー ビスの カテ ゴ リーに 入 る業務 を行 って い

ない。 したが って,国 内に お け る と同 様 な問題 は 日本 を拠 点 と した国 際 ネ ッ ト

ワー クに つい て具 体 的 には現 在 存在 しない。
、
}

.0

V国 際通信回線料金をめ ぐる問題

1.料 金 体 系,政 策 の問 題

料 金体 系 の 構成 要 件 と して は,伝 送 路 の 建設 費,維 持 費,品 質,速 度,通 過

情 報量,利 用者 の 自由度,そ の他 の 多 くの要 素 が あ る。 これ らの要 素 の うち何

を主 と し,ど の よ うな組 み合 わせ で料 金 体 系 を構 成 す るか に つい て,世 界各 国

の考 え方 は 必 ず しも同一 で は ない。

国 際 ネ ッ トワー クの利 用 が盛 に な る に つれ,こ の よ うな基 本 的 政策 に関 す る

世 界主 要 国 の 動 向 に注 目して お く必要 が あ る と考 え られ る。

2.料 金 レベ ル の問題

専用 線(特 定 通信 回線)に 関す るわ が国 の料 金 は他 国 に比 してお お むね 高 い

水 準 に あ る。

今 後 の問題 と して は,国 際 伝 送路(海 底,衛 星 を含 む)関 連 コス トの成 り行

きや,VENUSを 含 む サー ビス メ ニ ューの拡 大 に際 し均衡 を得 た需 要 誘導 のた

め どの よ うな料 金 政 策 が と られ るか,ユ ーザ ーの 数 や 利 用量 な どが相 互 に関 連

して くる もの と思 われ るo
、

,

3.国 際 デ ィジ タル ネ ッ トワー ク料 金 の行 方

米 欧 を結 ぶ 国 際 デ ィ ジタル網 の料 金 と 日米,日 欧 を結 ぶVENUSの 料 金 とが

どの よ うな関 係 に な る のか,ア ジア地 域 は どの よ うな ネ ッ トワー クが覆 い どの

よ うな料 金 と なる か,な どに よっ て専 用線 料 金 を前提 と した 国 際情報 処 理 ネ ッ
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トワー ク形 成 の条 件は 様 相 を異 にす る可 能性 もあ ろ う。

WVENUS計 画 に おけ る制度 上 の問 題 点 の輪 郭

この サ ー ビスの 利 用条 件 や料 金 につい ては53年3月 現在 不 明 で あるが,お

おむ ね 次の よ うな問題 点 が 考え られ る。

A法 制 上 の 位 置

VENUSは 現 行法 上 の公衆 通信 回線 の範 疇 に入 るのか ど うか とい う問 題 が

最 初 に あ る。換 言すれ ば,特 定 通信 回線 に対 す る共 同使 用条 件 や 他人 使 用 条

件 が公 衆 通 信 回線 に準 用 され てい る形 がVENUSに つい て も全 くそ の ま ま採

用 され る のか ど うか とい う問 題 で もあ るo

B速 度 ク ラス

発 表 され た9,600b/sど まりの規格 で十 分 で あ るか ど うか とい う問題 が あ

るか も しれ ないo

Cサ ー ビス地域

相手 国,相 手 国 の接 続 回線(網),国 内取扱 い 地域 な どは 利 用者 に と って

関心 が強 い 問題 で あ る。

D相 互 接 続

場 合 に よ って現 状 よ り もさ ら に複 雑 な問題 が起 こる。と くに国 内 の新 デー タ
'

網(DDX)と の接 続 問題 も加 わ って くる ので,VENUSを め ぐる回線 の相

互 接 続 条 件 は,利 用 の しや す さ とい った面 か ら もユー ザ ー に とって重 要 な 問

題 の1つ と な る と思 わ れ る。

E料 金

料 金 体 系 と料 金 レ ベ ルの問 題 に分 かれ る。体 系 と しては,主 に距離 段 階 の

有無,課 金字 長,従 量 料金 部 分 と固定 料金 部 分 の比 な どが あげ られ よ う。

料 金 レ ベル に つい ては現 行 サ ー ビス との 経済 比 較,欧 米 類 似 サー ビス との

比 較,DDXと の 比 較 な どが 問題 の対象 に 含 まれ よう。

一375一



F適 用領 域

利 用条 件 や料 金 設定 な どを総 合 して,企 業 の広 汎 な国 際経 済 活 動 の 中で

VENUSを 何 の ため に ど の よ うな場 合 に利 用 した ら最 もよいか とい う最終 結

論 の問 題 が ある。

G国 際 通信 サ ー ビス の 中で の位 置 づ け

既述 の よ うに,現 行 サー ビス との 関連 にお い て将 来 の 国 際通 信 サー ビス の

中で のVENUSの 位置 づけ は ユー ザ ー が サ ー ビスに参 加 す る か否 か を考 慮 す

る際 の重 要 な条件 の1つ で あろ う。

皿 政策的諸問題

企 業 内 シス テ ムお よび一 般 の共 同 シ ス テ ムの場 合 の 問題 は ほ ぼ以 上 で尽 きる

と思 われ る が,日 本 に拠 点 をお く国 際 情 報処 理 サー ビスお よび国 際情 報 提 供 サ

ー ビス を仮定 す る と き,別 個 に以 下 の よ うな問題 が あ ろ うと思 わ れ る。

1.一 種 の輸 出 問題 と して

わが国 か らの コン ピュー タ シス テ ムや 関連 機 器 の輸 出が将 来 有 望 であ る とい

う見方 が ある。 わ が 国 を拠 点 とす る 国際 情 報処 理 サ ー ビスの 海外 進 出は一 種 の

知 的機 能 の輸 出 と考 え る こと もで きる。

一般 的 にい えば この よ うな2様 の輸 出 は互 い に背馳 す る とは 考え られ な い。

しか し途 上 国 な どに つい ては,.机 上 の仮 定 では あ るが,装 置 の整 備 とサー ビス

の整 備 との間 に選 択 的 な考 え 方 や総 合 した考 え方 な どの政 策 的 な視 点 が必 要 と

な るか もしれ ない。 それ は相 手 国 の問題 で もあ り,わ が 国 が協 力す る とす れ ば

わが 国の 側 の問題 で もあ るか も知 れ ない 。

2.ナ シ ョナ リズ ム

わ が国 に対 す る国際 情 報 処 理 サー ビスの 乗 り入 れ が わが 国 に お いて 問題 で あ
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る と同様 に,も し仮 りにわ が 国 を拠 点 とす る国 際情 報 処理 サー ビスが 外 国 に乗

り入 れ よ うとす る な らば,や は り一 種 の ナシ ョナ リズ ムの 抵抗 を想 定 しなけれ

ば な らない もの と考 え られ る。

3.国 際的 な相 互 主義 の問 題

た とえば,国 際 回線 に つ い ての現 行 他 人使 用 条件 の下 では,外 国 に セ ンター

を置 く情 報 処理 サ ー ビス業 者 は 日本 国 内 に集 線 装置 を置 くだ け で営 業 が で きな

いで は ない 。 も し国益 上,日 本 にお い て情 報 処理 能 力 を もつ サ ブセ ン タ ーの設

置 を制 度上 また は事 実上 義 務 づけ よ う と して も,こ の場合 情 報は 複 数 の 電 算機

を経 由す る こ とに な るか ら,現 行 他 人使 用条 件 の 下 では サ ブセ ン ター設 置 は 許

され な い。 つ ま り矛 盾 した こ とを相 手 に要求 す る こ とに な る。

も し仮 りに,国 内回線 に お け る と同 じ く国際 回線 につ い て も他 人使 用 条 件 を

緩 和 しあわ せ て サ ブセ ンタ ーの設 置 を義 務 づ け る な らば,外 国 に拠 点 を もつ国

際情 報 処理 シス テ ム側 と して もサ ブセ ン ター設 置 な どに伴 うコス トが 増 大 し日

本 へ の乗 り入 れ が 困難 さを増 す 場合 が あ るか も知れ ない。

しか し,わ が 国 の側 で この よ うな措 置 を とる な らば,逆 に 日本 に拠 点 を置 く

国際 情報 処 理 サー ビス シス テ ムが外 国 に乗 り入 れ よ うとす る と き,相 手 国 に お

け る サ ブ セ ンター設 置 を求 め られ,海 外 進 出 につ い て困難 さが増 す か も しれ な

ho

－ 般 に国際 間 の 問題 で は ,多 くの例 が物 語 るよ うに制度 障壁 は 両刃 の剣 とな

る こ とが あ るo

要 は,国 際 的 に は な る べ く自由 な相 互 の制 度 の下 で,他 国 が求 め てや ま ない

知的 な 資産 を 国内 に創造 し蓄積 す る こ とが 大 切で ある と考 え られ る。
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